
4月10日（木）、３回目となる自由民主党との政策懇談会を、今回
は初めて自民党本部にて開催しました。労働組合の窓口となる小渕
優子組織運動本部長、森 英介労政局長、衛藤 晟一労政局長代理、およ
び航空政策を担当する政務調査会 松山 政司航空政策特別委員長、勝俣
孝明国土交通部会長の５名の国会議員が出席しました。
航空連合が掲げる極めて重要な産業政策である「航空機燃料税の

廃止」をはじめ、グラハン人材や航空安全など多岐にわたる課題に
ついて意見交換をおこない、大変意義のある機会となりました。
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自由民主党と政策懇談会を開催！

～空港整備財源のあり方を見直し、航空機燃料税は廃止を！～

左から）長谷川事務局長、白石副会長、内藤会長、小渕 優子（衆）、森 英介（衆）

松山 政司（参）、衛藤 晟一（参）、勝俣 孝明（衆）

＜主な要望＞
（１）空港整備勘定のあり方を見直し、本邦・外航の公平な負担化の仕組みの構築
（２）航空機燃料税の段階的な引き下げ、将来的な廃止
（３）国際観光旅客税の航空分野への使途拡大、観光政策全体を見すえた税額の検討
（４）離島路線の補助制度拡充と近似する仕組みの地方路線への適用拡大
→ これらをパッケージとして「骨太の方針2025」および今後の予算等に反映
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